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十六世紀イ ク リヤ 庭園に おける ｢森+ の意味に つ い て の 考察
和 田 咲 子
I . 不規則な地割 と ｢森+ の 位置
十六世紀ヨ ー ロ ッ パ 庭園の 中心地 で あ っ たイ タリ ア の ラ ツ ィ オ地方と ト ス カ ー ナ地方の庭園
は, 同世紀半ば, 世俗庭園が担う役割の 変化に伴 っ て大きく変容 した ｡ それ ま で の 調和と均衡
を尊重し, 中心軸が強調 さ れた 一 点透視法的な地割を持っ 整形庭園は, 複数の軸と多数の 消失
点を持っ 非幾何学的非対称的な要素を持っ よ う に なり, ま た常に 囲い の 外側に 排除さ れ て い た
｢森+ が内側に取り入れ られ た庭園とな っ た ｡ こ の 変容は, 庭園と人間と の 関係がよりアクテ ィ
ブなもの に 変化し, 庭園が ｢観賞す る+ た めの 空間か ら ｢巡り体験する+ た め の空間 へ 変わ っ
た ことを意味する｡ 庭園 は複雑な 図像プ ロ グ ラ ム を地割の 中に組み込み, 施主 の 富と権力 の 象
徴で ある装飾品を設置し, ま た庭 園空間を公 に 開放する こと によ っ て, 訪問者を感嘆させ 快楽
や驚異を与え るた め の体験型空間 へ と, その 役割と意味を変容させ た の で ある｡
こ の ような庭園の 新しい 役割か ら生じた複雑な地割の 他に , 十六世紀中期イ タ リ ア庭園の 特
徴と して 特筆す べ き要素は, 原自然的で 野蛮な場で あり庭園空間の対称的存在と して 位置づ け
られ, 常に垣や柵な どの境界に よ っ て庭園か ら分断さ れて い た ｢森+ の意味の 変化で ある ｡ 施
主や建築家が積極的に庭園空間 へ 取り入れ訪問者た ちに 称賛され た, 非対称で不規則な ｢森+
の空間は, 十六世紀中後期イ タ リ ア庭園の意味の 考察に お い て , 極めて興味深く重要な要素で
あると考え る｡ しか し, R. ク ラ ウタイ マ ー が述 べ るよ うに , ル ネ サ ン ス 庭園史の先行研究で は,
常に庭園の 規則的調和的構成に焦点が定め られ, 庭園における ｢森+ や不規則的自然的空 間の
考察は軽視されて きた 1｡ よ っ て, 具体的な庭園の 例を用 い, 十六世紀イ タ リ ア庭 園にと っ て
｢森+ が どの ような意味を持 っ て い たか に つ い て考察 した い ｡
第 一 に, 図像プ ロ グラ ム を有する複雑な地割が ヨ ー ロ ッ パ 中の 庭園 へ 大きな影響を与え た例
と して , 枢機卿イ ッ ポリ ー ト ･ デ ス テ (1509-1572) に よ っ て造成 され た 二 つ の 庭園 が挙げら
れる ｡ 十五世紀及 び十六世紀前期か ら非対称な地割をも つ 庭園が造られ た フ ェ ッ ラ ー ラを治め
て い た エ ス テ家の 次男, 枢機卿イ ッ ポリ ー ト ･ デ ス テ は, 庭園造成 に大きく寄与した人物で あ
るo まず, ロ ー マ 市内クイ リナ - レ の 丘を1550年か ら晩年ま で借り受けて遣らせ た, ヴ ィ ッ ラ ･
デ ス テ (1550-1572) [Fig. 1] をあげる . この 庭園は館正面の 整形庭 園を囲むよう に 造られ た
｢森+ の 素晴らしさが称え られ, ｢森+ に設置さ れ たグロ ッ タ (洞窟) や噴水装飾に は, 古代神
話の 登場人物や場面が用 い られ た｡ 西方の 森に は歩道 も設けられて おり, そ れが野蛮な自然森
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で はなく散策を楽しむた めの空間で あ っ た ことが わか る｡ 次に, 1555年, 二度の ロ ー マ 教皇選
挙に放れ, ロ ー マ 郊外の テ ィ ヴ ォ リ へ 左遷され た枢機卿イ ッ ポ リ ー 卜が造成した ゲ ィ ッ ラ ･ デ
ス テ (1559-1572) [Fig. 2]もま た, イ タリ ア及び ヨ ー ロ ッ パ の 庭園芸術に大きな影響を与え て
い る o 古代 ロ ー マ の遺跡発掘を熱心 にお こな っ た枢機卿イ ッ ポ リ ー ト に古物鑑定家と して雇わ
れ た ピ ッ ロ ･ リ ゴ ー リ オ (1513-1583) が考案者で ある と考え られ て い る こ の 庭園は, クイ リ
ナ - レ の 庭園より統 一 性の ある幾何学的な地割 で構成され て い る . しか し, 従来の庭園の よ う
に中心軸上の み に寓意的象徴的図像を配するの で はなく, 縦横に延 びる他の 道に も同様に多く
の 寓意的意匠を置い て い る｡ また , 庭園に は ｢森+ と整形庭園が混在して おり, 起伏の 激 し い
土地に造 られ た庭園の散策は, 設 え られ た様々 な場面に遭遇するた めの旅程 として構想さ れ た
と考え られる ｡ そ して 庭園に は, 施主イ ッ ポリ ー ト ･ デ ス テ の称賛, エ ス テ家の栄光, 美徳悪
徳の象徴, テ ィ ヴ ォ リ と ロ ー マ の 地理的繋がりを表す図像が設置され, 庭園全体を ｢ヘ ス ペ リ
デ ス の 園+ と して構成 する図像プ ロ グラ ム が用い られた ことがD. コ フ ィ ン の研究によ っ て 明ら
か に な っ て い る2｡ 訪問者たち は, 庭園を巡りなが ら図像の 意味を解読し, 展示さ れ た古代彫
像の膨大な コ レ ク シ ョ ン や養魚池 の壮麗さ を称え , 古代文献を倣 っ て創られ た水仕掛け装置 に
驚異 した｡
第二 に, 1556年か ら ゲィ テ ル ポの 司教と して バ ニ ヤ イ アを治めた枢機卿ジ ョ バ ン ･ フ ラ ン コ ･
ガ ン バ ラ が, 建築家ゲ ィ ニ ョ - ラ (1507- 1573) に依頼した ゲ ィ ッ ラ ･ ラ ン テ (1568-1578) の
例をあげる｡ 1596年の 版画 [Fig. 3] を見ると, ｢森+ と ｢園+ は明確に分断され て おり , ｢森+
に は黄金時代 を象徴する パ ル ナ ッ ス ス 山 ラ ビリ ン ト (迷宮), グ ロ ッ 夕 や装飾噴水な ど多数
の 意匠が設置され て い る ことが わか る｡ ま た, ｢園+ は中心軸を強調 し た典型的な 一 点透視韓
的地割で造 られて い るが, ｢森+ は各庭園意匠 へ 通 じる道に よ っ て 構成さ れ る不規則な地割で
ある ｡ しか し, 十六世紀末に イ タリ ア 庭園を訪問 し, 庭園の 全体図や意匠を措い た建築家ジ ョ
バ ン ニ ･ グ ェ ッ ラ に よる ゲ ィ ッ ラ ･ ラ ン テ [Fig. 4] の ス ケ ッ チで は, ｢森+ と ｢園+ の 境界 は
暖昧で あ
.ー
り, 館の正面に措か れ た整形庭園を除き, 全庭園空間お よび意匠が ｢森+ に 内包 され
て い る よう に措かれ て い る｡
庭園の地割に おける新たな試み は ラ ツ イ オ地方だけで はなく, ト ス カ ー ナ地方の庭園に も見
る ことが で きる｡ メ デ ィ チ家の トス カ - ナ公 コ ジ モ ー 世 (1519-1574) は1549年に ピ ッ テ ィ 宮殿
を購入 した際, 背後の土地 も手中に収めた｡ そ して , 宮殿に面した丘陵地 に築造され た ボ ー ポ
リ庭園 (1549-1593)[Fig. 5] の 宮殿正面の馬蹄形の窪地に は, 新世界や東方か ら運 ばれ た珍
植物に よる人 工森が造 られたo 庭園造成を指揮した宮廷建築家イ ル ･ トリ ー ポ ロ (1500-1550)
は, コ ジ モ ー 世が蒐集した珍し い果樹や常緑樹を色毎に区分けして 植林した｡ 地割は, 宮殿の
中央か ら延 びる中JL､軸に対称に構成され た整形庭園だが , 庭園全体を覆う常緑樹の ｢森+ と 一
体に な っ た空間で ある とい え る. 同様に , ゲ ィ ッ ラ ･ デ ィ ･ カ ス テ ッ ロ (15371 574) [Fig.6]
は, 建築家イ ル ･ ト リ ー ポ ロ が ト ス カ - ナ公 コ ジ モ ー 世の た めに フ ィ レ ン ツ ェ 郊外に築造 した
庭園で あり, ジ ョ ル ジ ョ ･ ヴ ァ ザ - リ の記述に よ っ て当時の 完全 な図像プ ロ グラ ム が残され て
D. Coffin , TH E VIL L A D
'
ES TE A TTI V OLI, Princ eton Univ . press, 1960.
- 29-
い る3o 人文主義者 ベ ネデ ッ ト ･ ヴ ァ ル 辛が考案した図像プ ロ グ ラ ム を用 い た庭園の 地割 は幾
何学的に構成され て い るが, 館か ら発 して 南北 に 延 び る中心軸上 に は ラ ビリ ン トと 呼ば れ る
｢森+ や グ ロ ッ タが造 られ, その 中JL､軸は ｢森+ へ と達する . カ ス テ ッ ロ で は, 庭園の 構造そ
して 意味解釈に お い て最 も重要な中心軸上 に , ラ ビリ ン トや グ ロ ッ タそ して ｢森+ が造ら れ て
おり, ボ ー ポリ庭園と同様に, 庭園空間に おい て ｢森+ が重要視されて いた こ とが明らかで ある｡
最後に 庭園が ｢森+ と分割不可能な ほ ど融合した例を挙げる｡ そ れ は, メ デ ィ チ家君主 コ ジ
モ ー 世の 長男で次期フ ィ レ ン ツ ェ 大公 で あ っ た フ ラ ン チ ェ ス コ 一 世 (1541-1587) が, 建築家
ベ ル ナ ル ド ･ ブオ ン タ レ ン テ ィ (1523-1608) に 造らせ た フ ィ レ ン ツ ェ 郊外の 庭園 プ ラ ト リ ー
ノ (1569-1584) [Fig. 7] で ある ｡ 庭園全体を椎の木で覆わ れ た プ ラ ト リ ー ノ は, フ ラ ン ド ル
人画家ジ ュ ス ト ･ ウ - テ ン ズが制作した ル ネ ッ タ画 (1599) を見 ると, 無秩序で非幾何学的な
地割であ っ た こと がわ か る｡ 更に1586年に 出版され た哲学者 フ ラ ン チ ェ ス コ ･ デ ･ ゲ ィ ェ - リ
に よる プ ラ トリ ー ノ の 図像解釈書, 『プ ラ ト リ - ノ と愛の 驚異 な る作品に つ い て (Delle m e ra_
uiglio s e ope r edi Pr atolin o, e A m o r e)』 の巻頭に 刷られ た庭園全体図4 [Fig. 8] で は, 庭
園は中心軸と数本の道以外 は 一 切が森の 中に 隠蔽さ れ るカ オ ス (揮沌) 的空間と して 措か れ て
い る ｡ こ の 庭園の 鳥轍図か ら地割を見る と, 館を空間 の中心 に位置付け, 南北を貫く中心軸と
館に 隣接して 造られ た秘園を除き, 一 帯が縦の 森林に な っ て い る ｡ そ して木々 の 間か ら先頭 部
の み姿を見せ る意匠と, 各庭園意 匠へ 通 じる不規則な道や蛇行水路を流れ る水な ど自然森を復
元 した よう な地割に よ っ て 構成され て い る ｡ 更 に, 樹木で覆われ て い な い 唯 一 の空間で あ る中
心軸に は, 三 つ の グ ロ ッ タ と ラ ビリ ン ト5 が設置され, 庭園全体が ｢森+ と化して い る こ と が
わか る ｡
だが, こ の よう な具体例 に見 られ る十六世紀中後期イ タ リ ア 庭園に お い て 重要視さ れ た
｢森+ は, 何を意味して い る の だ ろうか ｡
Ⅱ . 庭園意匠の 新た な役割と意味
十六世紀イ タリ ア 庭園が観賞型空間か ら回遊目的の 体験型空間 へ と変容すると, 設置され る
庭園意匠も大きく変化した ｡ 施主が庭園に込 めた意味を象徴的寓意的に表わ す意匠や, 訪問者
に 驚きと快楽を提供する た めの 多種多様な意匠が考案され, 庭園を装飾した ｡ そ こ で次は, 庭
3 ヴ ァ ザ ー リ は 『芸術家列伝』 の イ ル ･ ト リ ー ボ ロ に つ い て の記述で , 人文主義者 ベ ネデ ッ ト ･ ヴ ァ ル キ の
考案した カ ス チ ッ ロ 荘 の図像プ ロ グ ラ ム を詳説 して い る ｡ (Giorgio Va s ari, Le Vile de
'
piu ec c ellenti
pittorisc ulto ri ed architetto7
･i c o n n u o ue a nT WtaZioni e c om m e nti di Gaetano M ila nesi, To n m oⅥ ,
1906
, p p. 72-85).
4 1588年頃制作された作者不明の プ ラトリ ー ノ 庭園鳥轍図の 木版画 [Fig. 8] は, 従来 デ ･ ゲ ィ ェ - リ の 著
書と別々 の 資料と して 扱われて きたが, ソ ル ポ ン ヌ大学講師ブ ル ノ ン氏の 講演 (平成12年2月10日) で , 木
-版画が巻頭に刷られたデ ･ ゲ ィ ェ - リ の完全本をゲ ィ セ ン テ ィ ー ニ 女史が ヴ ェ ネ ツ ィ ア で発見した ことが戟
告され て い る｡
5 北から ｢ゼ ウ ス の グロ ッ 夕+, ｢ア ッ ペ ン ニ ー ノ の グロ ッ 夕+, ｢ム ニ ョ - ネ川 の グ ロ ッ 夕+ が中心軸上に設
置され, 館 の地階に は様々 な趣向を凝ら した五 つ の グ ロ ッ 夕 が造 られた｡ 更 に ラ ビ リ ン トの 中央には, グ ロ ッ
夕 を直る材料で ある ス プ - ニ ヤ (海綿石)の 噴水が設置された｡
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園意匠に 焦点を当て なが ら, 庭園 にお ける ｢森+ の 意味に つ い て の 洞察を深め たい と考える ｡
十六世紀前期か ら ｢レ ク ス ･ ホ ル ト ル ム (庭の 綻)+6 と呼ばれ る古代 ロ ー マ 期の庭園公開制
度が復活し, 私的庭園が公に 開かれ る ように な っ た｡ 庭園 は訪問者が巡る ための空間と し て新
たな役割を担い, 設置さ れる意匠に も新たな役割と意味が与え られ た ｡
まず, 十六世紀の コ レ ク シ ョ ニ ズ ム の流行に伴い , 新世界や東方か ら運 ばれ た珍種動植物
や, 古代遺跡で 発掘され た彫像や浮き彫りな どの蒐集が熱JL､に お こなわ れ, 庭園は施主 の 蒐葉
物を展示する屋外博物館として の機能を果 たすように な っ た ｡ テ ィ ヴ ォ リの ゲ ィ ッ ラ ･ デ ス テ
に 見られ る大規模な養魚池や, 種類別 に仕切 られて 植林さ れた ボ ー ポ リ庭園の珍種植物林, -
建造物と して 建て られ新世界の 珍しい鳥類が蒐集さ れた プ ラ トリ ー ノ の 大鳥舎, 膨大な古代彫
像コ レ ク シ ョ ン を展示 したクイ リナ - レ の ゲ ィ ッ ラ ･ デ ス テ な ど, 蒐集物は ただ庭園を散策す
る訪問者 - 驚嘆を呼び起 こすた めで はなく, 施主の 富と権力を示すため の重要な要素であ っ た｡
ま た, 古代 ロ ー マ 時代 へ の 憧慣に よ っ て 発展 した古代文献研究の 影響を受け, 小プ リ ニ ウ
ス 7, ウ ァ ロ , コ ル メ ッ ラ
8 な どの記述を復元 した庭園意匠や, テ ィ ヴ ォ リ で 発掘さ れ た皇帝
ハ ドリ ア ヌ ス の ゲィ ッ ラ 9 の 庭園意匠が霊感源とな っ た装飾が多く造られ た｡ 例え ば, ウ ァ ロ
の 『農業論 (De Re Ru stic a e)』 に記 され た私邸の烏合は, 古物研究家 ピ ッ ロ ･ リ ゴ ー リ オ に
よ っ て 版画に復元さ れ (1558) [Fig. 9], 同時代の庭園意匠に大きな影響を与えた ｡ なか で も,
現在は跡地 の みが残され て い る, ゲ ィ ッ ラ ･ ラ ン テ の北端に造られた烏合は, そ れを忠実に 模
倣した もの である とされ て い る｡ また, 皇帝 ハ ドリ ア ヌ ス の ゲィ ッ ラか ら発掘さ れた グロ ッ 夕
風に造 られ たセ ラ ピ ス の 神殿 と, カ ノ ブ ス と 呼ばれる, 内部に 彫像を配し ニ ッ チで 囲わ れ た長
方形の 水槽との組み合わ せ に よる意匠は, ゲ ィ ッ ラ ･ デ ス テ (クイ リ ナ ー レ) の ア ポ ロ と ニ ン
フ の グ ロ ッ 夕10, そ して プ ラ トリ ー ノ の ア ッ ペ ン ニ ー ノ 像と隣接する草原との 関連性を指摘で
きる｡ 更に, 古代ロ ー マ 時代の技術書11に倣 っ た, 水力を利用 したか らくり装置が流行 した ｡
6 ｢レ ク子
･ ホ ル 卜 ル ム (庭園の按)+は古代 ロ ー マ に 起源を持 っ , 施主が不在の 時に 庭園を 一 般公開する
制度で ある｡ 庭園訪問する際に は入り口 に提示された約束事がを守る こととされ て い た｡ こ の制度は1520年
･ 代 に ロ ー マ を中JL､に 復活し , 庭園 の 公開化が進ん だ. (D. Coffin, The 'Lex Hortor u m' and acces sto
Gardens of Latium during the Renaiss anc e, in Jou mal of ga rden histo ry, v ol.2, 1982).
7 小 プリ ニ ウ ス は著 『プリ ニ ウ ス の手紙 (Epistlae)』(97-109) の 申で , 二 つ の 私邸の庭園に つ い て 詳細 に
説明して いる｡ 海辺 に造られた冬用の ラ ウ レ ン テ ィ ア ー ナ 荘 と避暑用に造られた ト ス カ - ナ荘 の記述は, 十
五世紀末イタリ ア で 出版され同時代の 芸術家や建築家に大きな影響を与えた｡
8 ゥ ァ ロ の 『農業論 (De Re Ru stic ae)』と コ ル メ ッ ラ の 『農業論 (Res Rustica)』は1472年 ヴ ェ ネ ツ ィ
ア か ら翻訳出版され流布した｡
9 皇帝 ハ ドリ ア ヌ ス の ゲ ィ ッ ラ は, 十五世紀以後人文主義学者から注目され , 文学 ･ 芸術 にも大きな影響を
与え た｡ また発掘の総指揮者 ピ ッ ロ +リ ゴ ー リ オ は, 遺跡 の詳細な記録を残して い る｡ (Pir ro Ligorio,
Descrittione delta s uperba e Tn agnifice ntissim a Villa Tiburtina HadriaTLa, in ThesauT
･
uS a ntiguitatem
et historiaru m italia e, (ed.) I. G. Gra evius, Leiden , 1723).
1 0 R. Kra ntbeim er, 1994, pplO7-109.
1 1 古代 ロ ー マ 時代の建築家ウ ィ ト ル ウ ィ ウ ス著 『建築書 (De aTIChitectura libri decem)』(1521年イタ リ
ア語訳 出版) の 第十書や , エ ジ プ ト の 技術者 へ ロ ン ･ ア レ ク サ ン ド リ ア著 『自動装置に つ い て (Degli
auto m ati)』(1589年イ タリ ア語訳出版) は, 十六世紀の噴水技術者に大きな影響を与えた.
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庭園を散策する訪問者に突然水を噴射し て驚か せ るような類の もの か ら, 水力を 剛 ､て管に 空
気を送り自動的に演奏さ せ る水力 オ ル ガ ン な ど多種多様な水仕掛け装置が庭園に取り入れられ,
創意 と技術を駆使 して創作活動をする噴水技術者は, 庭園造成の 主役とな っ た｡
しか し, 十六世紀イ タリ ア 庭園の 意匠の 中で最も重要か つ 不可欠な要素で あ っ たの はグ ロ ッ
タ (洞窟) である ｡ グ ロ ッ タ は自然, 水源, 聖地, ニ ン フ の 棲家, 冥界 へ の 入り 口, 再誕 の場,
キ リ ス トの 生誕地 な ど多様な象徴的寓意的意味を表わ し, 古代 ロ ー マ 時代か ら庭園装飾と して
存在したが, 十六世紀に複雑な図像プ ロ グラ ム が庭園に登用され るよ うに なる と, オ ウ ィ デ ィ
ウ ス の 『転身物語』 な どを引用 した神話的意味を持っ グロ ッ タが多く造られ た｡ 加 えて , 庭園
散策者が涼をとる ため の 実用 的空間と して も機能して い た グロ ッ タ は, 水仕掛け装置を備え付
けた意 匠と して発達 し, グ ロ ッ タの な い庭園 は存在 しない ほど に流行した ｡
こ れ らの グ ロ ッ タ意匠の 形態 的特徴は二 種類に大別 で きる｡ 一 方は, 彫刻家 ジ ャ ン ボ ロ ー
ニ ヤ (1529-1608) が ベ ル ナ ル ド ･ ヴ ェ ッ キ エ ッ テ ィ に依頼さ れ て 制作し た よ う な , 素朴で 粗
い 素材を用 い た建築物と して の グ ロ ッ タ で あり, 他方は鍾乳石や海綿石な どを用い て自然界に
ある洞窟を再現した グロ ッ タ で ある｡ 前者は十六世紀前期ま で頻繁に作られ て い たが, 十六世
紀半ばを過 ぎる と後者の特徴を持っ グ ロ ッ タ意匠が多く見 られ る ようにな る｡ 自然石の内部に
針金を通 して天井か ら吊る し導管を見えな い よう に設置 して , ま る で 自然の 洞窟か ら水が染み
出て い るよう に作り, 濡れ て 鮮や かな色彩を放 っ 自然石に よ っ て 装飾さ れ る ボ ー ポ リ庭園の
｢ グロ ッ タ ･ グラ ン デ (大グ ロ ッ タ)+ や, グ ロ ッ タ の 両面を海綿石で覆い , 内部に 水仕掛け装
置を設置した プラ トリ ー ノ の ｢ク ピ ー ドの グ ロ ッ タ+ は, 舞台装置や機械仕掛けの技術者か っ
宮廷建築家で あ っ た ベ ル ナ ル ド ･ ブオ ン タ レ ン チ ィ が制作した代表的な グ ロ ッ タで ある｡ 更 に
興 味深い の は, こ の ような グロ ッ タが盛ん に 制作され た時期と, 庭園空間に ｢森+ が取り入れ
られた時期と が 一 致して い る こ とで あ る｡ 庭園空間の グロ ッ タ や ｢森+ に は, どの ような概念
や思想が示されて い るの だ ろうか ｡
ジ ョ ル ジ ョ ･ ヴ ァ ザ - リ は 『芸術家列伝』 の ｢技術論+ 第五章で , 一 層自然 ら し い グ ロ ッ タ
の 作り方に つ い て 次の よう に説明して い る ｡ ｢自然その まま の泉を完全 に 模倣 し て しま う こ と
によ っ て , 一 層野趣豊か な別種の グロ ッ タを作る こと も出来る o それ に は多孔質の 石をい く つ
か組みあわせ て , そ の 上 に草を生え さ せ るの だ が, その 草はい か に も無秩序に , 作為な く秩序
づ けられて な けれ ばな らな い+12｡ こ の よう な自然か ら掘り出され た素材を用 い て , 自然の 洞
窟を完全に 模倣して作られ た グロ ッ タ は, 同時代の庭園訪問者か ら賞賛され た ｡ 庭園訪問者の
記述 によ っ て 検証する な らば, 1581年に イ タリ ア を旅行した モ ン テ ー ニ ュ は 『イ タリ ア 旅行記
(Jo u r n al de Voyagein Italic pa rla s uis s e etl
'
alle m aB71 e en1680et1581)』 の 中で , プ
ラ トリ ー ノ の グ ロ ッ タ の内部に隠され た技巧 の素晴らしさ と, 水仕掛け装置の 創意 を賞賛し,
｢どれだけ詳細に描写 したと して も, こ の美しさ と壮麗さ に つ い て 伝え きる こ と はで きな い+
と述べ て い る. また, サ ン ･ マ ル コ 教会修道士デ ル ･ リ ッ チオ も著書 『王 の 庭に つ い て (Del
Gia rdin o Di Un Re)』 で , メ デ ィ チ家の 庭園に 造られ た グロ ッ タ を模範例に 挙げな が ら, 理
想的庭園と して の王 の 庭に造る べ き グロ ッ タ に つ い て 語 っ て い る｡
12 ヴ ァ ザ - リ研究会 『ヴ ァ ザ - リ の芸術論 ; ｢ 芸術家列伝+における技法論と美学』 平凡社 1980, p . 85.
- 32 -
こ の よう な グロ ッ タ制作 へ の熱狂と賞賛は, 単に工夫を凝らした素晴らしい庭園意匠に対す
る賛辞を意味するだ けで なく, 神に よる自然や動植物の 創造を人間が技術を用い て 模倣する行
為 へ の称賛と言い換える ことが可能で はな い だ ろうか ｡ 十六世紀イ タリア庭園に造られた ｢森+,
泉, 山, グ ロ ッ タ な どの 自然を模倣した意匠は, 決して 自然そ の もの の再現で はなく, 完全 な
人工物で もな い ｡ 自然を模倣する行為と は, すなわち万物の創造者で ある神の 作業の 模倣で あ
り, 技巧を用い て神の 業に 到達 しようとする人間の野心的な挑戦を意味する の で ある. それは
十六世紀頻繁に論 じられ た, 技巧 と自然の混合に よ っ て生 じる, 人工 で も自然 で もな い ｢第三
の 自然 (T ER Z A N A T U R A)+ の 創造 を意味するの で あ る｡
Ⅲ . ｢第三 の自然 (T E RZA N A T U R A)+ の創造
十六世紀イ タリ ア庭園に造られ た ｢森+ の意味は, 自然風景をしば しば主題と して 用 い た ル
ネサ ン ス 文学か らの 影響を考察する必要が ある｡ ル ネ サ ン ス 文学は古代文献を復活させ , 神話
や詩歌の 中で語 られ た牧歌的世界や自然風景を理想郷と し, 庭園へ 投影させた ｡ オウ ィ デ ィ ウ
ス が ｢世界の 四区分+ の章で記 した13, 万物の創造者である神に よ っ て秩序づ けら れ, 平和と
誠実に支配され た永遠の春の世界に動植物が生母する ｢黄金時代+ の 神話は, ゲ ィ ッ ラ ･ ラ ン
テ の ｢森+ の主題と して用 い られ た｡ また, テ ィ ヴ ォ リの ゲィ ッ ラ ･ デ ス テ の庭園は, エ ス テ
家の神話的シ ン ボ ル 且 つ テ ィ ヴ ォ リの 守護神と して 奉られ て い た ヘ ラク レ ス を中心主題と して
用い , 十二功業の 中で ヘ ラ ク レ ス が黄金 の林檎を手に入れた ｢ヘ ス ペ リデ ス の庭園+ を模倣し
て い る ｡ 更に, ヴ ェ ル ギリ ウ ス や ホメ ロ ス に代表さ れる古代ギ リ シ ャ 詩人たちが詠 っ た理想郷
｢ア ル カ デ ィ ア+ の魅力は, ル ネサ ン ス の 人文学者に 強い影響を与え た ｡ そ して ポ ー ポ リ庭園
の ｢グロ ッ タ ･ グ ラ ン デ+ 第 一 室 に見 られる, 羊飼い の い る牧歌的風景が措かれた壁面 な ど,
牧神パ ー ン に支配 され るア ル カ デ ィ ア世界 は, 理想的な場と して庭園意匠に も反映された ｡
こ の ように ｢森+ は, 人文主義者たちが抱く古代ロ ー マ 文学の 理想郷 へ の憧慣を示し て い る
と い え るか もしれ ない ｡ しか し, 庭園空間に 自然風景を創造する ため に人間が駆使した技術を
考慮すると; 庭園に おける ｢森+ お よび自然を模倣した意匠とは, 神が カ オ ス (滞沌) か ら創
造した ｢黄金時代+ 杏, 人間が技巧を用い て再創造する ことを意味して い る の で はな い か と考
え られ る｡ 人間は神話主題 を引用 し最新の 技術を使用 して , 神がお こな っ た自然と動物の 創造
を模倣し, 常緑樹で覆われ, 泉の水が溢れ, 動物が自由に放たれ る楽園を庭園空間に創造 した
の で ある｡ 自然素材を用い て人工 の跡が見え ぬ よう巧妙に細工さ れた グロ ッ タ や, 密蒼と茂る
｢森+ に無秩序に つ く られ た道が実は目的地 へ 達する ために 綿密に計算さ れ た地割で あ る とい
う具体例は, 自然の中に 隠さ れた人間の技巧を示す好例で ある ｡ すなわ ち, 理想郷と し て 形成
され た庭園空間に取り入 れられ た ｢森+ と は, 粗野な自然そ の もの で はなく人工物で もな い ,
自然と技巧が融合した ｢第三 の 自然 (TE R Z A N A T U R A)+ で ある とい え る｡
13 オ ウ ィ デ ィ ウ ス 『転身物語』 第 一 巻, 人文書院 1966, p p. 7-13.
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【図版日録】
[Fig. 1] マ ッ ジ, ゲ ィ ッ ラ ･ デ ス テ , ロ ー マ , 版画, 大英博物館
[Fig. 2] ゲ ィ ッ ラ ･ デ ス テ , テ ィ ヴ ォ リ, 版画, 1573年
[Fig. 3] ゲ ィ ッ ラ ･ ラ ン チ , バ ニ ヤ イ ア , 版画, 1596年 , パ リ国立図書館
[Fig. 4] グ ェ ッ ラ, ゲ ィ ッ ラ ･ ラ ン テ , バ ニ ヤ イ ア , 水彩, ア ル ベ ル テ ィ
ー ナ
[Fig, 5] ジ ュ ス ト ･ ウ ー テ ン ズ,
博物館
[Fig. 6] ジ ュ ス ト ･ ウ ー テ ン ズ,
地誌博物館
[Fig.7] ジ ュ ス ト ･ ウ ー テ ン ズ,
地誌博物館
[Fig. 8] プ ラ ト リ ー ノ , 木版画,
[Fig. 9] ウ ァ ロ の 鳥舎, 版画, メ
ポ ー ポ リ庭園, フ ィ レ ン ツ ェ , フ レ ス コ , 1599年 , フ ィ レ ン ツ ェ 歴史地誌
ゲ ィ ッ ラ ･ メ デ ィ チ , カ ス テ ッ ロ , フ レ ス コ , 1599年 , フ ィ レ ン ツ ェ 歴史
ヴ ィ ッ ラ ･ メ デ ィ チ , プ ラ トリ ー ノ , フ レ ス コ , 1599年, フ ィ レ ン ツ ェ 歴史
1588年頃
ト ロ ポ リタ ン美術館
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